
高度並列化推進枠課題申請　
提出書類チェックリスト

以下が申請時にご提出いただく書類一覧です。
□　提出書類チェックリスト

１部
□　（様式1）課題申請書
　　　　　　　　１部
□　（様式2）利用誓約書


１部
□　（様式3）従事者一覧


１部
□　（様式4）同意書


１部
□　CD-R 等の電子メディア

１部
□　MS-WordおよびPDFファイル
各１ファイル

以下は採択通知受領後にご提出いただく書類一覧です。
□　アカウントが必要なユーザーの身分証明書のコピー





人数分　各１部
書類送付先
〒650－0047　
神戸市中央区港島南町７−１−２８計算科学センタービル１F
公益財団法人　計算科学振興財団　運用課
「高度並列化推進枠課題申請書 在中」と朱書すること。
(様式1) 平成２６年度高度並列化利用推進枠　課題申請書
公益財団法人計算科学振興財団　事務局長殿
平成２６年度高度並列化利用推進枠利用課題として以下の課題を申請します。
平成２６年　　月　　日
利用課題名
１．申請責任者
法人名： 
法人規模：（該当する項目に○をつけてください。学術団体等の場合は不要）
　１．大企業 ２．資本金3億円以下又は従業員300人以下 ３．従業員20人以下
所属・職位： 
業種： 
（所属の業種を、日本標準産業分類上の小分類（数字3桁以上）まで記載
分類コード参照　http://www.stat.go.jp/index/seido/sangyo/19-3.htm　
郵便番号：　　　-
住　所：
氏　名：　　　　　　　　 印
NAME： 
電話番号：　　　　-　　　　-
FAX番号：　　　　-　　　　-
電子メール：　　　　　　　　 @
２．課題内容
２－１．利用種別・社会還元成果
利用種別[ □ ] （以下からいずれか一つを選ぶこと。）
（1） Ｄシステム16ノード
（2） Ｅシステム16ノード
社会還元成果　[ □ , □ ] 
（１）ソフトウェアの利用知見・経験公開 
（２）ソフトウェアまたはアルゴリズムの公開
（３）既存のソフトウェアの並列化・大規模化の結果
（４）Xeon Phi利用知見・経験公開
（５）Xeon Phi利用ソフトウェアまたはアルゴリズムの公開
（６）その他
[以下のスペースに具体的に記入してください] 
２－２．概要（５００字以内）
（平成２６年度高度並列化利用推進枠課題概要として、弊財団パンフレットやウェブページ等で公開します。企業機密等に触れない範囲で結構ですので、課題の目的と背景を記載してください。どのような問題が存在しどのように解決するか、社会に還元される成果が何かを記載してください。繰り返しますが、機密情報は記載しないようにしてください。）
２－３．利用目的（５００字以内）
（平成２６年度高度並列化利用推進枠課題選定審査委員会（以後、審査委員会）以外には非公開とし、審査に利用します。審査委員が課題審査を行い評価可能な程度で企業機密等に触れない内容を記述ください。審査委員は弊財団との機密保持契約を交わしておりますが、機密情報は記載しないようにしてください。課題の目的と背景を記載してください。どのような問題が存在しどのように解決したか、社会に還元される成果が何かを記載してください。）
２－４．社会に還元される成果の詳細について（２５０字以内）
（２－１．選択した「社会還元成果」に関して具体的に記載すること。社会に還元される成果の内容と波及効果が審査で重視されます。）
２－５．利用課題説明（１０００字以内）
（審査委員会以外には非公開です。審査委員会の委員が課題の審査が出来る程度の内容を記述ください。）
２－５．実施計画（半ページ以内）
（審査委員会以外には非公開です。利用課題の四半期毎の計画を具体的に記述してください。）
平成２６年4月〜６月
平成２６年７月〜９月
平成２６年１０月〜１２月
平成２７年１月〜３月
２－６．将来計画（５００字以内）
（審査委員会以外には非公開です。今回の成果がどのような将来計画に繋がるのか具体的に記述してください。
２－７．利用するコンピュータプログラムについて（１２５０字以内）
（審査に利用します。課題選定評価委員会以外には非公開です。利用するプログラムについて動作実績：ハードウェア、OS、コンパイラ、ライブラリ、並列化ライブラリ等について具体的な環境名等を記載してください。複数のプログラムを利用する場合は主なもの、高度並列化推進を行うものについて記載するだけで結構です。）
２－８．申請課題の基礎となる公表情報について（１ページ以内）
（審査に利用します。課題選定評価委員会以外には非公開です。論文、学会発表、技術報告書、マスコミ記事、特許出願、特許等、組織外に公表された情報を記入ください。）
３．注釈　　（専門家以外にも分かるように記載をお願いします。項目数は適宜増やしてください。）
【注1】
【注2】
【注3】
【注4】
【注5】
【注6】
４．用語集　　（専門家以外にも分かるように記載をお願いします。項目数は適宜増やしてください。）
【用語1】
【用語2】
【用語3】
【用語4】
【用語5】
【用語6】

（様式2）
平成２６年　　月　　日

平成26年度FOCUSスーパーコンピュータシステム利用誓約書

公益財団法人 計算科学振興財団

事務局長　様

○○株式会社は、別添の平成26年度FOCUSスーパーコンピュータシステム利用申請書（様式1）に基づき、公益財団法人計算科学振興財団のFOCUSスーパーコンピュータシステムを利用するに際し、

・公益財団法人計算科学振興財団スーパーコンピュータシステム利用規程

・公益財団法人計算科学振興財団スーパーコンピュータシステム利用契約約款

を遵守することを誓約いたします。

住　所　

　　　法人名　

　　　役　職　

　　　氏　名　　　　　　　　　　　　印

以上

＜注意事項＞

誓約者名は、平成26年度FOCUSスーパーコンピュータシステム利用申請書（様式1）における責任者の所属長もしくは決裁権を持つ方でお願いします。

（様式3）
平成２６年　　月　　日
平成26年度FOCUSスーパーコンピュータシステム　従事者一覧
	1
	法人名
	

	
	所属　職位
	

	
	郵便番号
	

	
	住　所
	

	
	氏　名
	

	
	NAME
	

	
	電話番号
	

	
	電子メール
	


	2
	法人名
	

	
	所属　職位
	

	
	郵便番号
	

	
	住　所
	

	
	氏　名
	

	
	NAME
	

	
	電話番号
	

	
	電子メール
	


	3
	法人名
	

	
	所属　職位
	

	
	郵便番号
	

	
	住　所
	

	
	氏　名
	

	
	NAME
	

	
	電話番号
	

	
	電子メール
	


	4
	法人名
	

	
	所属　職位
	

	
	郵便番号
	

	
	住　所
	

	
	氏　名
	

	
	NAME
	

	
	電話番号
	

	
	電子メール
	


	5
	法人名
	

	
	所属　職位
	

	
	郵便番号
	

	
	住　所
	

	
	氏　名
	

	
	NAME
	

	
	電話番号
	

	
	電子メール
	


※ 各従事者の身分を証明できる公的証明書（運転免許証、旅券、顔写真付きの住民基本台帳カードのいずれか）のコピーを添付して下さい。なお、特別永住者の場合は、特別永住者証明書のコピーを添付して下さい。
（様式4）
　平成２６年　　月　　日

同　意　書
公益財団法人計算科学振興財団

事務局長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所：






法人名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：
　私は、計算科学振興財団のFOCUSスーパーコンピュータシステムの利用に際し、次の事項に同意します。

記

（１）規程等の遵守

　　FOCUSスーパーコンピュータシステムを利用するに際し、

・公益財団法人計算科学振興財団スーパーコンピュータシステム利用規程

・公益財団法人計算科学振興財団スーパーコンピュータシステム利用契約約款

を遵守します。

（２）期間

　　計算科学振興財団の承認があった利用

